
］08 初めて望遠鏡を購入せられる方々の爲めに 天界189

に從へば，6mmでは，寧ろハイゲンスの方が優るとのことである・接眼レ

ンズ6mm以上の高門生はその必要がない．

トム≒ンス鏡に就いて

　先月，待望の60センチの大反射望遠鏡が，花山天文憂に到着した事は，薪

聞，急報，天界等でよく御承知の筈である．今，其の最も重要な，鏡に就い

て簡軍に試験の結果を護表する．

　鏡野　直樫610mm，厚さ83mmの見事な硝子材である．硲子材は，クラ

ウン系だと思ふが，著るしく青味が強い．或は鏡地だけは可なり年代が古い

のか・思つ判る厚・が曜の売程度であ繍は剛胆・も云一一

其れでも，重さが68キロ（約エ8貫〉もあって，一一一一一入ではとても運びきれない．

　作麿　1・ムスキンスの自作らしい．鏡面製作者としては，名前を聞いた人

では無いが，此れ程のものを仕上げたからには，相當自信のある人だと考へ

られる．但し署名は無く，製作年等は不明である．

　焦黙距離　3・E　3Cmf6．3である・目的にも依るが，此の位の口径に：しては長

い方である．（但し，批の値は2αn内外の三差はあり得る．）

　鏡薗　研磨状態は良好である．但しキズは梢多く，又表面のカ｝ブにも，

少し素人臭い熱もある．然し左程に云ひ立てる程度ではなく，カノレヴ；よ1）

も劣るのは已むを得ないとしても，期待以上に良好な面であった．見た匡ヨに

は殆んど典型的な拗物線の影が見える．遠慮のない批評を加へると，端1｛：in

巾にタ｝ン・ダウンが存在し，5Cm程べつた所に硝角が出來て居る．次いで

雫平なカ1ブが尽き，中門15cm程には輕度の穴がある．但し，此の穴は，

全く斜鏡に隠れるだろう　修正量は，端のタ1ン・ダウンを除けば，大膿に

於で正しく，端1cm弱も絞れば（此a）部分には，製作後，特に今度の運途

の途中に小さなカケを可なり作ったらしい）良好な鏡だろうし要するに素入

らしい黙は淺って居ても，蒔く野面臼な竪實な面だと云ふ事になる猫附掲

の斜鏡四面1個，凸鏡2個は，試験をしなかったが，又機愈を見て，改めて全

般的な護表をしたい．（木邊）


